
結果

背景と目的 方法

材料草のDM消失率は出穂後30日が高かった。
ロールベールの飼料成分のＣＰは6～8ＤＭ％で繊維成分は出穂後30日が低くかった。
ロールベールの発酵品質はｐＨが低く、ＶＢＮ/Ｔ－Ｎも低くどの区も良好であった。
大麦は、イネｗｃｓと比較しＤＭＩ、乳量、乳成分は同等であり、ライ小麦より良好であった。
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大麦WCSの調製と搾乳牛への利用の検討

・供試牛：泌乳中～後期のホルスタイン種6頭
・調査項目 乾物摂取量、乳量、乳成分
・試験期間 １期21日間を３×３ラテン方格法で実施

Ⅰ調製試験
大麦を用い、出穂後10日、20日、30日で、材料草のＤＭ消失率を調査
した。
ロールベールサイレージ調製し、発酵品質、飼料成分を調査した。
・調製機械：フレール型イネｗｃｓ収穫機

Ⅱ給与試験
・出穂後30日のＷＣＳをＤＭ10％混合したＴＭＲを調製し、イネＷＣＳ、ライ
小麦ＷＣＳ混合ＴＭＲを対照に泌乳試験を実施した。

・輸入飼料価格が高騰・・・・自給飼料の見直し
・水田機能の高度利用要求・・・・二毛作の推進
・コントラクター普及・・・・・・秋冬作作業の増加

大麦ＷＣＳの見直し

調製方法の確立・飼料価値の確認

大麦は、出穂後30日で、消化性が高く、良質なＷＣＳ調製が可能でありＤＭ10％混合のＴＭＲではイネＷＣＳと同等な

飼料価値があった。このことから水田でイネ、大麦を二毛作で栽培することにより通年ＷＣＳ利用が可能となることが
わかった。
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